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1 はじめに
近年，放送映像に対する高度な検索を可能にするため

の意味構造解析技術が注目されている．とりわけ，料理
番組は作業を視覚的に教示するという意味で資料的価値
が高く，特に手元ショットは，調理動作などの詳細な解
説が行われるため重要である．本講演では，料理映像に
おける手元ショットを「繰り返し動作」（e.g. 切る，炒
める），「状態提示」（e.g. 料理，食材），「その他の動作」
（e.g. 揚げる，焼く）の 3つの映像区間に分類する手法
を提案する．
関連研究として繰り返し動作の検出手法 [1]があるが，

局所領域の画素のみに注目するため，画像全体の動作特
徴を反映することが困難である．それに対して提案手法
では，画像全体を特徴空間上の点で表し，その時間的変
化を解析することにより料理映像区間の分類を行う．

2 提案手法
「繰り返し動作」，「状態提示」，「その他の動作」の

ショット内の連続するフレーム画像を固有空間に投影し
たものを図 1に示す．この図において，連続するフレー
ム画像は，固有空間上で軌跡をなし，それぞれの調理動
作で特徴空間上の軌跡が異なる．本研究では，このよう
な特徴空間上の軌跡の違いに注目し，手元ショット内の
各料理映像を「繰り返し動作」，「状態提示」，「その他の
動作」の 3つに分類する．処理の流れを以下に示す．

1. カット検出，ショット分類により，料理映像を手元
ショットと人物ショットに分類する．

2. 手元ショットのうち，W 枚の連続するフレームから
固有空間を作成する．ここで，固有空間上で軌跡を
なす各点の第一固有成分のみを用いる．

3. ノイズ低減のため，軌跡の平滑化を行う．
4. 軌跡のピークの数m，最大値と最小値の差∆rを計
算する．m > θm であれば「繰り返し動作」，そう
でなく，かつ ∆r < θ∆r であれば「状態提示」とす
る．いずれにも当てはまらない場合は「その他の動
作」とする．

以上の処理を 1区間とし，Wstepフレームずつずらしな
がら手元ショットの映像全体に適用する．．

3 評価実験
前節で述べた手法を用いて，料理映像の分類評価実験

を行った．実験には，NHK「きょうの料理」の番組映像
25分を用いた．なお，本実験では，料理映像のカット検
出，ショット分類は人手で行った．また，予備実験の結
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(a) 繰り返し動作
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(b) 状態提示
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(c) その他の動作

図 1 料理映像の固有空間への投影

果を基に，窓幅W は 256フレーム（約 8秒），窓の移
動ステップWstepは 64フレーム（約 2秒），閾値 θmは
18，閾値 θ∆r は 0.23とした．
実験の結果，手元ショット内の映像区間のうち 71.4%

（115/161）を正しく分類することができた．
典型的な成功例はいずれも高速かつ規則的な「繰り返

し動作」であった．一方，「状態提示」が「その他の動作」
と誤分類される例が多く見られた．これは大きなカメラ
ワークなどが原因と考えられる．

4 むすび
本講演では，画像特徴の時間変化に基づく料理映像の

分類手法を提案した．評価実験により，提案手法の有効
性を確認した．今後の課題としては，料理映像に付随し
たクローズドキャプションを利用して，より具体的な調
理動作（e.g. 切る，炒める）の分類を検討する．
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